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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第122期
第２四半期
連結累計期間

第123期
第２四半期
連結累計期間

第122期

会計期間
自　平成29年４月１日
至　平成29年９月30日

自　平成30年４月１日
至　平成30年９月30日

自　平成29年４月１日
至　平成30年３月31日

売上高 (百万円) 48,710 48,073 107,122

経常利益 (百万円) 1,473 642 3,077

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(百万円) 1,048 175 2,400

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 1,731 717 3,240

純資産額 (百万円) 57,951 59,462 59,100

総資産額 (百万円) 131,251 131,854 135,122

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 83.70 14.01 191.67

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) － － －

自己資本比率 (％) 43.6 44.5 43.2

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 7,446 △2 9,522

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △395 △1,404 △745

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △2,848 △2,046 △4,349

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 22,914 20,041 23,134
 

　

回次
第122期
第２四半期
連結会計期間

第123期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自　平成29年７月１日
至　平成29年９月30日

自　平成30年７月１日
至　平成30年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 45.70 28.45
 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

４　１株当たり四半期（当期）純利益金額の算定上の基礎となる普通株式の期中平均株式数については、「株式

給付信託（ＢＢＴ）」の導入に伴い資産管理サービス信託銀行株式会社（信託Ｅ口）が所有する当社株式を

控除対象の自己株式に含めて算出しております。

 
２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社及び当社の関係会社が営む事業の内容について、重要な変更はありませ

ん。また、主要な関係会社の異動は、以下のとおりであります。

（産業建設資材事業）

第１四半期連結会計期間において、重要性が増した㈱ゼンテックを連結の範囲に含めております。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

(1) 財政状態の状況及び経営成績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府や日銀による経済・金融政策などを背景に、雇用・所得

環境の改善などで緩やかな回復基調が続いているものの、米国の輸入制限を発端とした、欧州連合、中国などとの

貿易摩擦の高まりは収まりを見せず、世界経済を下振れさせるリスクを増大させるなど依然として先行き不透明な

状況で推移しました。

このような状況の中で、当社グループの当第２四半期連結累計期間の業績は、「産業建設資材事業」で出荷が増

加したものの「パイプシステム事業」「機械システム事業」で出荷が減少したことにより、売上高は前第２四半期

連結累計期間比637百万円減収の48,073百万円となりました。

利益面では、「パイプシステム事業」「機械システム事業」における減収の影響などにより、営業利益は、前第

２四半期連結累計期間比1,042百万円減益の563百万円の利益、経常利益は、前第２四半期連結累計期間比830百万円

減益の642百万円の利益となりました。親会社株主に帰属する四半期純利益は、特別損失として台風被害等による復

旧費の計上、子会社において、工場閉鎖に係る関連損失を計上したことにより、前第２四半期連結累計期間比872百

万円減益の175百万円の利益となりました。

　
　セグメントの業績は、次の通りであります。
　

「パイプシステム事業」は、売上高につきましては、鉄管部門で小中口径管の出荷が減少し、バルブ部門でも上

水向けのバルブの減少に加え、海外向け大型案件の出荷が減少したことなどで、前第２四半期連結累計期間比996百

万円減収の23,812百万円となりました。

営業利益につきましては、鉄管部門、バルブ部門の減収に加え、原材料価格等の高止まりの影響などもあり、前

第２四半期連結累計期間比486百万円減益の73百万円の損失となりました。

　

「機械システム事業」は、売上高につきましては、機械部門の粉体機器で前年に比べ大型物件の出荷が少なかっ

たことに加え、鍛圧機において、一部、翌四半期以降に出荷が延期になったことなどで、前第２四半期連結累計期

間比1,591百万円減収の11,304百万円となりました。

営業利益につきましては、機械部門の減収の影響などで、前第２四半期連結累計期間比786百万円減益の297百万

円の利益となりました。

　

「産業建設資材事業」は、売上高につきましては、建材部門において建築製品、消音製品、土木製品を中心に出

荷が増加したことに加え、第１四半期より連結子会社が増加したことも寄与し、前第２四半期連結累計期間比1,950

百万円増収の12,956百万円となりました。

営業利益につきましては、原材料等の価格が上昇傾向であったものの、建材部門の増収が寄与し、前第２四半期

連結累計期間比155百万円増益の298百万円の利益となりました。

　　

2019年3月期通期連結業績見込みは、前期と比較しますと、売上高につきましては「機械システム事業」におい

て、前期と比較して大型案件の出荷が少ないものの、「産業建設資材事業」において、今後の新事業展開を狙いと

して新たに加わったグループ企業等により前期並みの水準となる見込みです。利益面につきましては、当社事業に

関連する各種原材料価格が全般的に高水準で推移する見込みであること、「パイプシステム事業」における市場環

境は依然として厳しく収益改善が途上にあることに加え、「機械システム事業」の減収による減益等により、前期

を下回る見込みです。なお、計画と比較しますと、受注売上計上時期の前倒し等変動が若干あるものの、概ね計画

通りに推移しております。
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当第２四半期連結会計期間末の総資産は、翌四半期以降の出荷に備え、商品及び製品、仕掛品などが増加した反

面、受取手形及び売掛金の回収が進んだことにより減少したことに加え、借入金の返済を行ったことで現金及び預

金などが減少し、前連結会計年度末比3,268百万円減少の131,854百万円となりました。

一方、負債におきましては、支払手形及び買掛金、短期借入金、長期借入金などが減少し、前連結会計年度末比

3,630百万円減少の72,392百万円となりました。

純資産におきましては、その他有価証券評価差額金の増加、期末配当を実施したことによる利益剰余金の減少な

どにより、前連結会計年度末比362百万円増加の59,462百万円となりました。

 

　(2) キャッシュ・フローの状況

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における営業活動による資金の減少は2百万円となりました。これは主に売上債権の減

少による資金の増加、仕入債務の減少、棚卸資産の増加による資金の減少によるものであります。
　
（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における投資活動による資金の減少は1,404百万円となりました。これは主に有形及び

無形固定資産の取得による支出によるものであります。
　
（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における財務活動による資金の減少は2,046百万円となりました。これは主に短・長期

借入金の返済によるものであります。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

なお、当社は財務及び事業の方針の決定を支配する者のあり方に関する基本方針を定めており、その内容等(会社

法施行規則第118条第３号に掲げる事項)は次のとおりであります。

(株式会社の支配に関する基本方針について)

１．基本方針の概要

当社の株式は譲渡自由が原則であり、当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者のあり方に影響を及ぼす

可能性のある当社株式の買付行為等に賛同するか否かの判断につきましても、株主全体の自由な意思に基づき行

われるべきものと考えております。

しかし、当社株式の買付行為等の中には、当社の企業価値・株主共同の利益を毀損するおそれをもたらすもの

も想定され、当社は、このような買付行為等を行う者は、当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者として

は適切ではないと考えております。

２．基本方針の実現に資する取組み

当社では、基本方針の実現に資するものとして、以下に掲げる取組みを推進しております。

(1) 企業価値・株主共同の利益の向上に資する「経営方針」について

当社は、1909年の創業以来100年余にわたり、ステークホルダーの皆様との信頼関係を基盤とし、お客様満足

第一のモノづくりに徹することにより、社会のインフラ整備やライフラインの拡充に貢献してきました。

今後もトータル・クオリティ・サービスでお客様の信頼を得、お客様に本当に満足していただくことによっ

て、持続的成長を目指していくことを当社及びグループ会社の「経営基本方針」としております。

(2) 企業価値・株主共同の利益向上に資する「コーポレート・ガバナンス(企業統治)の充実施策」について

当社は、グループ会社と共に企業価値・株主共同の利益の向上を実現するため、コーポレート・ガバナンス

の充実に向けて、次の施策を実施しております。

①　経営上の意思決定、業務執行及び監督

最高意思決定機関及び監督機関として取締役会のほか、代表取締役社長を中心としたメンバーによる会議

体を設置し、取締役会の機能補完と意思決定の迅速化を図っております。さらに、執行役員制度を導入し、

取締役の業務執行機能の一部を執行役員に権限委譲することで、取締役の監督機能を相対的に強化しており

ます。

また、経営監査機関として、監査役会を設置しております。監査役は、取締役会、その他の重要な会議に

出席し、内部統制の運営状況等の確認を行い、必要に応じて取締役会に意見を述べるなど、取締役の職務執

行に対する監査を行っております。
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②　内部統制システム

当社は、会社法及び会社法施行規則に基づき、「業務の適正を確保するための体制」(内部統制システム)

を決議しております。

当社は、内部統制システムについての具体的な取組みとして、コンプライアンス体制にかかる規程を整備

し、また、代表取締役社長を委員長とするコンプライアンス・リスクマネジメント委員会を設置し、コーポ

レート・ガバナンス体制の強化に努めております。

３．会社の支配に関する基本方針に照らして不適切な者によって当社の財務及び事業の方針の決定が支配されるこ

とを防止するための取組み

当社は、当社株式等に対する買付提案があった場合、株主の皆様が適切にご判断いただくために必要かつ十分

な情報の提供を求め、当社取締役会の意見を開示する等、金融商品取引法、会社法その他関連法令の許容する範

囲内において、適切な措置を講じてまいります。

４．取締役会の判断及びその理由

上記２．及び３．の取組みは、いずれも１．の基本方針に沿うものであり、当社が中長期的に成長していく上

で必要不可欠なものであり、ひいては当社の企業価値向上、株主共同の利益の確保に資するものであります。

従って、当社は、これら取組みにつきまして、当社の株主共同の利益を損なうものではなく、また当社役員の地

位の維持を目的とするものではないと考えております。

　

(4) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、713百万円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 39,376,600

計 39,376,600
 

 
② 【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成30年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成30年11月６日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 13,398,490 13,398,490
東京証券取引所
(市場第一部)

単元株式数
100株

計 13,398,490 13,398,490 ― ―
 

 
(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

　

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成30年７月１日～
平成30年９月30日

― 13,398 ― 31,186 ― 6,959
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(5) 【大株主の状況】

平成30年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
(自己株式を
除く。)の総数
に対する所有株
式数の割合(％)

太陽生命保険株式会社 東京都中央区日本橋２丁目７番１号 1,209 9.61

日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社(信託口)

東京都中央区晴海１丁目８番11号 832 6.62

日本生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内１丁目６番６号 678 5.39

株式会社りそな銀行 大阪市中央区備後町２丁目２番１号 444 3.53

株式会社みずほ銀行 東京都千代田区大手町１丁目５番５号 362 2.88

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社(信託口)

東京都港区浜松町２丁目11番３号 345 2.74

みずほ信託銀行株式会社 退職給
付信託 みずほ銀行口　再信託受
託者 資産管理サービス信託銀行
株式会社

東京都中央区晴海１丁目８番12号 晴海アイ
ランド トリトンスクエア オフィスタワーＺ
棟

320 2.54

GOVERNMENT OF NORWAY
(常任代理人 シティバンク、エ
ヌ・エイ東京支店）

BANKPLASSEN 2, 0107 OSLO 1 OSLO 0107 NO
(東京都新宿区新宿６丁目27番30号)

302 2.40

岩谷産業株式会社 大阪市中央区本町３丁目６番４号 289 2.30

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区丸の内１丁目１番２号 272 2.16

計 ― 5,055 40.21
 

(注) 上記のほか当社所有の自己株式が826,857株あります。
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成30年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
普通株式

― ―
826,800

完全議決権株式(その他)
普通株式

125,474 ―
12,547,400

単元未満株式
普通株式

― １単元(100株)未満の株式
24,290

発行済株式総数 13,398,490 ― ―

総株主の議決権 ― 125,474 ―
 

(注)１ 「完全議決権株式(その他)」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が200株含まれております。

　　　また、「議決権の数」欄に、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数２個が含まれております。

　　２ 「完全議決権株式(その他)」の欄には、「株式給付信託（ＢＢＴ）」の導入に伴い資産管理サービス信託銀

行株式会社（信託Ｅ口）が所有する当社株式 41,970株（議決権の数419個）が含まれております。なお、当

該議決権の数419個は、議決権不行使となっております。

 
② 【自己株式等】

  平成30年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計(株)

発行済株式総
数に対する所
有株式数の
割合(％)

(自己保有株式) 大阪市西区北堀江一丁目
12番19号

826,800 ― 826,800 6.17
株式会社栗本鐵工所

計 ― 826,800 ― 826,800 6.17
 

(注) １ 「株式給付信託（ＢＢＴ）」の導入に伴い資産管理サービス信託銀行株式会社（信託Ｅ口）が所有する当社

株式41,970株については、上記の自己株式等には含まれておりません。

２ 当第２四半期会計期間末の自己株式数は、826,857株であります。

 
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。 

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成30年７月１日から平成

30年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成30年４月１日から平成30年９月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、ひびき監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成30年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 23,189 20,098

  受取手形及び売掛金 ※５  36,963 ※５  34,628

  電子記録債権 ※５  4,451 ※５  3,912

  商品及び製品 10,841 11,574

  仕掛品 5,858 7,696

  原材料及び貯蔵品 2,720 2,742

  その他 1,473 1,013

  貸倒引当金 △121 △110

  流動資産合計 85,376 81,556

 固定資産   

  有形固定資産   

   土地 13,729 13,729

   その他（純額） 17,062 17,144

   有形固定資産合計 30,792 30,874

  無形固定資産   

   その他 749 768

   無形固定資産合計 749 768

  投資その他の資産   

   投資有価証券 12,251 12,871

   その他 6,156 5,975

   貸倒引当金 △203 △191

   投資その他の資産合計 18,204 18,655

  固定資産合計 49,746 50,298

 資産合計 135,122 131,854
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成30年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 ※５  19,578 ※５  17,924

  電子記録債務 ※５  11,665 ※５  10,496

  短期借入金 ※４  21,306 ※４  20,963

  1年内返済予定の長期借入金 ※４  2,112 ※４  2,116

  未払法人税等 437 330

  賞与引当金 1,586 1,609

  その他の引当金 235 228

  その他 4,833 5,340

  流動負債合計 61,756 59,010

 固定負債   

  長期借入金 ※４  4,962 ※４  3,935

  引当金 156 145

  退職給付に係る負債 8,256 8,445

  その他 891 855

  固定負債合計 14,266 13,382

 負債合計 76,022 72,392

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 31,186 31,186

  資本剰余金 6,880 6,880

  利益剰余金 19,830 19,655

  自己株式 △1,761 △1,755

  株主資本合計 56,136 55,966

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 3,348 3,666

  為替換算調整勘定 18 2

  退職給付に係る調整累計額 △1,151 △954

  その他の包括利益累計額合計 2,214 2,715

 非支配株主持分 748 781

 純資産合計 59,100 59,462

負債純資産合計 135,122 131,854
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年９月30日)

売上高 48,710 48,073

売上原価 36,847 37,023

売上総利益 11,863 11,049

販売費及び一般管理費 ※  10,257 ※  10,486

営業利益 1,605 563

営業外収益   

 受取配当金 139 163

 その他 130 154

 営業外収益合計 269 317

営業外費用   

 支払利息 141 85

 その他 260 153

 営業外費用合計 402 238

経常利益 1,473 642

特別利益   

 債務免除益 － 42

 投資有価証券売却益 197 －

 固定資産売却益 31 －

 特別利益合計 229 42

特別損失   

 災害による損失 － 217

 事業再編損 － 151

 固定資産売却損 4 －

 ゴルフ会員権評価損 2 －

 その他 0 0

 特別損失合計 7 368

税金等調整前四半期純利益 1,695 315

法人税、住民税及び事業税 195 215

法人税等調整額 439 △116

法人税等合計 634 99

四半期純利益 1,060 216

非支配株主に帰属する四半期純利益 12 41

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,048 175
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年９月30日)

四半期純利益 1,060 216

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 345 318

 繰延ヘッジ損益 △0 －

 為替換算調整勘定 △24 △15

 退職給付に係る調整額 350 196

 その他の包括利益合計 670 500

四半期包括利益 1,731 717

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 1,719 675

 非支配株主に係る四半期包括利益 12 41
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 1,695 315

 減価償却費 1,212 1,221

 減損損失 0 0

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △36 △24

 受取利息及び受取配当金 △142 △166

 支払利息 141 85

 売上債権の増減額（△は増加） 6,238 4,105

 たな卸資産の増減額（△は増加） △1,199 △2,727

 仕入債務の増減額（△は減少） △13 △3,400

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 689 467

 有価証券及び投資有価証券評価損益（△は益） 0 －

 有価証券及び投資有価証券売却損益（△は益） △197 －

 有形及び無形固定資産売却損益（△は益） △28 △3

 有形及び無形固定資産除却損 20 10

 債務免除益 － △42

 事業再編損 － 151

 その他 △585 △21

 小計 7,794 △28

 利息及び配当金の受取額 184 227

 利息の支払額 △140 △84

 法人税等の支払額 △392 △116

 営業活動によるキャッシュ・フロー 7,446 △2

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の増減額（△は増加） 3 5

 有価証券及び投資有価証券の取得による支出 △102 △203

 有価証券及び投資有価証券の売却による収入 426 －

 有形及び無形固定資産の取得による支出 △1,103 △1,252

 有形及び無形固定資産の売却による収入 439 6

 貸付金の回収による収入 2 101

 事業譲受による収入 22 －

 その他 △84 △61

 投資活動によるキャッシュ・フロー △395 △1,404

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） △2,025 △550

 長期借入れによる収入 1,047 36

 長期借入金の返済による支出 △1,462 △1,058

 リース債務の返済による支出 △24 △24

 自己株式の取得による支出 △0 △0

 配当金の支払額 △376 △439

 非支配株主への配当金の支払額 △6 △9

 財務活動によるキャッシュ・フロー △2,848 △2,046

現金及び現金同等物に係る換算差額 △17 10

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 4,184 △3,443

現金及び現金同等物の期首残高 18,226 23,134

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 461 350

連結子会社の合併による現金及び現金同等物の増減
額（△は減少）

40 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  22,914 ※  20,041
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【注記事項】

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

(連結の範囲の重要な変更)

第１四半期連結会計期間において、重要性が増した㈱ゼンテックを連結の範囲に含めております。

　　

(追加情報)

(株式給付信託（ＢＢＴ）の導入)

当社は、第121期より社外取締役を除く取締役の報酬と当社の業績及び株式価値との連動性をより明確にし、取締

役が株価上昇によるメリットのみならず、株価下落のリスクまでも株主の皆様と共有することで、中長期的な業績

の向上と企業価値の増大への貢献意識を高めることを目的として、株式報酬制度「株式給付信託（ＢＢＴ）」を導

入しております。

１．取引の概要

本制度は、当社が拠出する金銭を原資として当社株式が信託を通じて取得され、取締役に対して、当社が定め

る取締役株式給付規程に従って、業績達成度等に応じて付与されるポイントに基づき、当社株式が信託を通じ

て、原則として毎年２回給付される業績連動型の株式報酬制度であります。

２．信託に残存する自社の株式

信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により純資産の部に自己株式

として計上しております。当第２四半期連結累計期間末の当該自己株式の帳簿価額は70百万円、株式数は41,970

株であります。

 
(「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用)

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期連結

会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の

区分に表示しております。

　　

(四半期連結貸借対照表関係)

１　保証債務

 
前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成30年９月30日)

従業員の金融機関借入金に対する
保証債務

90百万円 83百万円
 

　
２　受取手形割引高及び裏書譲渡高

 
前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成30年９月30日)

受取手形割引高 －百万円 －百万円

裏書譲渡高 32 0 
 

　
３　コミットメント等について
当社グループは、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行15行と当座貸越契約及びシンジケーション方式に
よるコミットメントライン並びにタームローン契約を締結しております。
借入未実行残高等は次のとおりであります。

 
前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成30年９月30日)

当座貸越極度額 5,590百万円 5,640百万円

コミットメントラインの総額 28,000 28,000 

タームローンの総額 5,500 4,700 

借入実行残高 26,654 25,660 

　差引額 12,436 12,680 
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※４　財務制限条項等の付保
前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成30年９月30日)

短期借入金のうち19,800百万円、長期借入金(１年以

内返済分を含む)のうち5,000百万円については、財務制

限条項等が付されている。

(1) 各決算期末及び第２四半期連結会計期間末に関し、

連結及び単体での純資産残高は300億円以上を維持

すること。

(2) 2018年３月期以降の決算期に関し、連結及び単体で

の営業損益は２期連続で損失とならないこと。

(3) 2018年３月期以降の決算期に関し、連結及び単体で

の有利子負債より現預金を差し引いた額を純資産額

により除して算出した数値が、1.0を超過しないこ

と。

短期借入金のうち19,600百万円、長期借入金(１年以

内返済分を含む)のうち4,200百万円については、財務制

限条項等が付されている。

(1) 各決算期末及び第２四半期連結会計期間末に関し、

連結及び単体での純資産残高は300億円以上を維持

すること。

(2) 2018年３月期以降の決算期に関し、連結及び単体で

の営業損益は２期連続で損失とならないこと。

(3) 2018年３月期以降の決算期に関し、連結及び単体で

の有利子負債より現預金を差し引いた額を純資産額

により除して算出した数値が、1.0を超過しないこ

と。
 

　

※５　四半期連結会計期間末日満期手形等

四半期連結会計期間末日満期手形等の会計処理については、手形交換日等をもって決済処理をしております。な

お、当四半期連結会計期間の末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形等が四半

期連結会計期間残高に含まれております。

 
前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成30年９月30日)

受取手形 1,710百万円 892百万円

電子記録債権 194 186 

支払手形 2,012 1,662 

電子記録債務 2,051 1,786 
 

 
(四半期連結損益計算書関係)

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

　当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年９月30日)

運送・荷造費 2,005百万円 2,150百万円

給与手当 2,458 2,581 

退職給付費用 367 297 

賞与引当金繰入額 697 726 

貸倒引当金繰入額 △33 △23 
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のとおりで

あります。　

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年９月30日)

現金及び預金勘定 22,975百万円 20,098百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 △56 △50 

株式給付信託(ＢＢＴ)別段預金 △5 △6 

現金及び現金同等物 22,914 20,041 
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(株主資本等関係)

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間(自　平成29年４月１日　至　平成29年９月30日)

１．配当金支払額

(決　議) 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月29日
定時株主総会

普通株式 377 30.00 平成29年３月31日 平成29年６月30日 利益剰余金
 

(注)１　平成28年10月１日を効力発生日として普通株式10株を１株にする株式併合を実施いたしました。

　 ２ 配当金の総額には、「株式給付信託（ＢＢＴ）」の導入に伴い資産管理サービス信託銀行株式会社（信託Ｅ

口）が所有する当社株式に対する配当金１百万円が含まれております。

 
２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

(決　議) 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年11月６日
取締役会

普通株式 314 25.00 平成29年９月30日 平成29年12月４日 利益剰余金
 

(注)　配当金の総額には、「株式給付信託（ＢＢＴ）」の導入に伴い資産管理サービス信託銀行株式会社（信託Ｅ口）

が所有する当社株式に対する配当金１百万円が含まれております。

 
Ⅱ　当第２四半期連結累計期間(自　平成30年４月１日　至　平成30年９月30日)

１．配当金支払額

(決　議) 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年６月28日
定時株主総会

普通株式 440 35.00 平成30年３月31日 平成30年６月29日 利益剰余金
 

(注) 配当金の総額には、「株式給付信託（ＢＢＴ）」の導入に伴い資産管理サービス信託銀行株式会社（信託Ｅ

口）が所有する当社株式に対する配当金１百万円が含まれております。

 
２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

(決　議) 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年11月６日
取締役会

普通株式 377 30.00 平成30年９月30日 平成30年12月３日 利益剰余金
 

(注)　配当金の総額には、「株式給付信託（ＢＢＴ）」の導入に伴い資産管理サービス信託銀行株式会社（信託Ｅ口）

が所有する当社株式に対する配当金１百万円が含まれております。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間(自　平成29年４月１日　至　平成29年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：百万円)

 
報告セグメント

合計
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

パイプ
システム事業

機械
システム事業

産業建設
資材事業

売上高       

  外部顧客への売上高 24,808 12,896 11,006 48,710 － 48,710

 セグメント間の内部売上高
又は振替高

166 0 22 189 △189 －

計 24,974 12,896 11,028 48,900 △189 48,710

セグメント利益 412 1,084 142 1,640 △34 1,605
 

注)１　セグメント利益の調整額△34百万円には、セグメント間取引消去9百万円、各報告セグメントが負担する販売

費、一般管理費、試験研究費の配分差額21百万円及び棚卸資産の調整額△65百万円が含まれております。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
　
２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(固定資産に係る重要な減損損失)

該当事項はありません。

(のれんの金額の重要な変動)

「産業建設資材事業」セグメントにおいて、当社連結子会社のクリモトポリマー㈱は、ダイカポリマー㈱から

の事業譲受により、のれんが217百万円増加しております。

(重要な負ののれん発生益)

該当事項はありません。
　
Ⅱ　当第２四半期連結累計期間(自　平成30年４月１日　至　平成30年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：百万円)

 
報告セグメント

合計
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

パイプ
システム事業

機械
システム事業

産業建設
資材事業

売上高       

  外部顧客への売上高 23,812 11,304 12,956 48,073 － 48,073

 セグメント間の内部売上高
又は振替高

95 3 46 145 △145 －

計 23,907 11,307 13,002 48,218 △145 48,073

セグメント利益又は
　　セグメント損失(△)

△73 297 298 522 40 563
 

注)１　セグメント利益又はセグメント損失(△)の調整額40百万円には、セグメント間取引消去8百万円、各報告セグ

メントが負担する販売費、一般管理費、試験研究費の配分差額△48百万円及び棚卸資産の調整額80百万円が含

まれております。

２　セグメント利益又はセグメント損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
　
２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(固定資産に係る重要な減損損失)

該当事項はありません。

(のれんの金額の重要な変動)

該当事項はありません。

(重要な負ののれん発生益)

該当事項はありません。
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(金融商品関係)

記載すべき事項はありません。

 

(有価証券関係)

記載すべき事項はありません。

 

(デリバティブ取引関係)

記載すべき事項はありません。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 83円70銭 14円01銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額(百万円) 1,048 175

普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(百万円)

1,048 175

普通株式の期中平均株式数(千株) 12,522 12,528
 

(注)１　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２　株主資本において自己株式として計上されている、「株式給付信託（ＢＢＴ）」の導入に伴い資産管理サー

ビス信託銀行株式会社（信託Ｅ口）が所有する自社の株式は、１株当たり四半期純利益金額の算定上、期中

平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。１株当たり四半期純利益金額の算定上、控

除した当該自己株式の期中平均株式数は前第２四半期連結累計期間49,920株、当第２四半期連結累計期間

43,134株であります。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

平成30年11月６日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ)配当金の総額……………………………………………377百万円

(ロ)１株当たりの金額………………………………………30円00銭

(ハ)支払請求の効力発生日及び支払開始日………………平成30年12月３日

(注)　平成30年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書 
 

 

 

平成30年11月５日

株式会社栗本鐵工所

取締役会　御中
　

ひびき監査法人
 

　

代表社員

業務執行社員
 公認会計士 道　幸　靜　児 印

   

 

代表社員

業務執行社員
 公認会計士 加　藤　功　士 印

     
 

業務執行社員  公認会計士 武　藤　元　洋 印
 

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社栗本鐵

工所の平成30年４月１日から平成31年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成30年７月１日から平

成30年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成30年４月１日から平成30年９月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社栗本鐵工所及び連結子会社の平成30年９月30日現在の財

政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示し

ていないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
　

 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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